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　われわれはOHIO－NUCLER社製，シグマ410

型につずいてシグマ400型小口径シンチカメラを

設置し，本カメラの基礎的検討を行ないました．

　カメラの有効視野は24．8～28．6cmの6角形で，

37本の光電子増倍管から構成され，カメラヘッド

の駆動はカメラ支持台にあるハンドコントロール

によって，2スピード制御できます．またヨーク

前面にセフティスイッチが装着されており万一の

緊急時に備えることができる．カメラの均一性は

DUFC（ダイナミック・ユニフォーム・ブイール

ルド・コレクション）により自動的に調節される．

核種のピークの選択は128チャネルのマルチ・チ

ャネル・アナライザにより的確に選択できる．カ

メラ分解能はコリメータなしで2．5mmで99mTc－

140KeVに対するFWHMは4．O　mmでエネル
ギー分解能は13％であった．直線性はカメラ辺縁

においてやや失われるものの満足できるものであ

った．高分解能コリメータ装着時での数え落とし

は30kcps，14　mCiまでは臨床的に十分に満足で

きるものであり，臨床データも輝点が細かく，像

の大きさもΣ410型の格大視野であるMAGモー

ドを対等するので，小さい臓器に適した優れたカ

メラであると考える．

39．シンチグラムの適正濃度の検討
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　今回われわれはシンチグラムの良否を決定する

要因の1つである濃度について検討した．

　使用装置：シンチカメラOHIO　NUCLEARΣ

410，写真記録ULTIMAT，濃度計サクラPDA－H

　フイルム：コダックNMB

　適正濃度の検討は，脳，心筋，心血管，肝，骨シ

ンチグラムについて行った．核医学検査経験を有

する医師，技師が無作為にそれぞれ約20例を取り

出し，その中から適正濃度と思われるシンチグラ

ムを選んだ．それらの濃度の測定点と測定値（D）

は次の通りである．

脳：1）正面像でPeripheral　rim（D＝O．6）

　　2）側面像でPeripheral　rim（D＝0．6）

　　3）側面像で大脳中央部（D＝0．3）

心筋：LAO　45度像で心室中隔部（D＝0．9）

心血管：1）右心室（D＝2．0）2）肺（D－05）

　　　　3）左心室（D－1．8）

肝：右葉中央部（D－0．9）

骨：第7胸椎（D＝0．8）

　測定値の評価については絶対的なものではなく，

良いシンチグラムを撮像するための条件設定の目

やすとなる．したがって画一的に撮像するのでは

なく，適正濃度を知ったうえで，診断目的に適し

たシンチグラムを撮像することが必要と考える．
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